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The Prologue of The Two Noble Kinsmen clearly points to Chaucer's as the main 
source of Shakespeare's work. Both Chaucer and Shakespeare are generally known as 
ironists and as unoriginal writers in terms of sheer invention of plot and substance. 
The morris-dance in Act 3, Scene 5, for example, is borrowed from the second 
anti-masque in Francis Beaumont's The Masque of The Inner Temple and Gray's Inn. 
In addition, diverse echoes from Shakespeare's other works are found in masque 
elements, Epiphany scenes, and other references. 
 
    Although Shakespeare's Two Noble Kinsmen is regarded as a collaboration with 
John Fletcher, in a wider sense, it─ rather than The Tempest─ can be taken as the last 
work of his long career as a playwright. Through an examination of the source 
materials of this play that was performed at the Blackfriar's Theatre, this paper 
discusses its tenor, meaning, and theatrical environment. 
 
 
I 
 
The Two Noble Kinsmenの中では、特にプロローグにおいて、前口上役が Chaucerの
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名を挙げて意識し、“For, to say truth, it were an endless thing, / And too ambitious, to 
aspire to him,”（Prologue, 22-23）と明言しているように、主要な粉本として、Geoffrey 
Chaucerの The Canterbury Talesの 中の The Knight’s Taleがまず、考えられる。1 そ
こで、この論考においては、まず、Boccaccioも踏まえた上での Chaucerの The Knight’  
Taleを主要粉本とみなし、Chaucerから Shakespeareと Fletcherが得たものと、変更点
について考察してゆきたい。 
s
s
s
o
この作品はShakespeareとFletcherの共作と見るのが一般的であり、筆者は今までに主
にShakespeareの作品を扱ってきたことから、ChaucerからShakespeareへ、そして、
Shakespeareの後継者である若き劇作家Fletcherへと継承された点と変更点は何なのかと
いう視点に立ち、Shakespeareを中心に据えてThe Two Noble Kinsmenという作品を考察
してゆきたいと考える。ShakespeareとChaucerは共にアイロニストであると言われるが、
どのような気質で違い、素材の処理の仕方はどのように異なっているのかをも、見てゆき
たい。他の種本としては、Philip SidneyのThe Countess of Pembroke’s Arcadiaと、同じ
くPhilip SidneyのThe Lady of May、さらに、PlutarchのThe Lives of the Noble Grecian  
and Romans: The Life of Theseus が考えられ、この箇所で挙げた第１の素材は父の囚人
に恋するMopsa、第２は学校教師Maister Rombus、第３はTheseusがHippolytaと結婚す
る点を除いては、特筆すべき点はないと考えられるので、今回は、紙面の都合もあり、こ
れらの作品については比較対象からはずすことにする。
２ 
  
さらに、この作品は Francis Beaumontの The Masque of the Inner Temple and Gray’  
Inn のアンチマスクから採られた箇所もあるので、第２の素材として、Beaumont の上記
の仮面劇、および Shakespeareが今まで手がけてきた作品の中の仮面劇的要素とも比較考
察し、こうした要素をこの作品では、Shakespeareがどのように扱い、変更を試みている
のかについて分析してゆきたい。 
これに加えて、この作品の中には、今まで Shakespeareの作品の中で使われてきた種々
の要素がある。広い意味で、この作品は Shakespeareの最後の作品となるので、こうした
以前のShakespeare劇の要素をこの劇作家がどのように昇華させているのかも考えてゆき
たい。 
このようにして、The Two N ble Kinsmenの主な素材と思えるものを分析して、そこか
ら抽出したものを考察することにより、この作品の意味合いと特色、劇構造および作品の
背景を再検討してゆくのが、本稿のねらいである。 
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II 
 
まず、The Knight’  Taleからの変更点について、プロットの流れに沿って、大切と思わ
れる点を挙げて、分析してゆきたい。また、同一点については、特筆すべき箇所のみ挙げ
てゆくこととする。劇作品においては、Hymenが燃える松明をもって登場し、いかにも私
設劇場的な古風なロマンス仕立ての演出になっている。冒頭のTheseusの婚礼中断の場面
では、Chaucerの詩においては、王妃が２人ずつ並んで大勢で懇願に詣で、中でも年かさ
の婦人がその夫たちの埋葬を嘆願するのに対し、劇作品では、喪服姿の王妃が３人登場し、
立ち並び、主要登場人物Theseus、Hippolyta、Emiliaに向かって、王妃がそれぞれ１対１
で問いかけをする図式的な構図になっている。ChaucerのTheseusはすでに結婚しており、
即座に王妃たちの願いを受け入れるのに対して、劇作品では、Theseusは思索的であり、
当初、兵を集める間に結婚の儀式を執り行う予定をしている。HippolytaとEmiliaの懇願に
より、ようやく、彼は婚礼の儀式を先送りすることに決定し、このように劇作品において
は、プロットの展開が遅々として進まない感じを観客に与えている。また、３人の王妃や
Hippolyta、Emiliaなどの女性の言説が強く描かれており、為政者のTheseusが女性たちの
意見で決定を変え、優柔不断に描かれている感はいなめない。Chaucerでは、すぐにCreon
討ち取りとなるのに対し、劇では、ArciteとPalamonによる腐敗したテーベについての議
論が展開している。TheseusはHippolytaと祝宴をあげることになっているのだが、それと
同等に親しいPirithousとTheseusの友情が強調され、当時の宮廷生活模様を彷彿とさせる
貴族主義的な設定になっている。
s
３ 
  こうした、プロットが遅々として進まない点、弁論
性、当時の時事的状況を取り入れて行く点はShakespeare後期の劇に見られる特徴と言え
よう。さらに、為政者Theseusの結婚と友情、結婚と戦争、２人のいとこの友情と争い、
HippolytaとEmiliaの２人の姉妹、EmiliaとFlavinaの友情と死というように、主筋におい
ては、常にふたつの対立構造になっている。劇作品においては、恋愛と友情、恋と戦争の
哲学的、思索的命題を観客に常に意識し、気付かせる構造となっていると言えよう。 
 PalamonとArciteの導入においても、ChaucerではTheseusがすぐに勝利し、ふたりのい
とこを見分け、すぐに牢獄へとつないで、彼らがEmiliaを見初めてしまうプロットへと簡
潔に展開するのに対し、劇の第１幕第４場では、ファンファーレがなり、勝利者としての
Theseusが登場して、担架の上に乗せられたふたりのいとこが運び込まれ、見せ物的な演
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出になっている。
４ 
  劇においては、第１幕第５場で、Creonの怒りの前に倒れた王たちの
厳粛な葬儀が営まれているが、Chaucerはこれに対してはあっさりと述べているだけに留
まり、劇は儀礼的かつ古風でスペクタクル的になっており、仮面劇の影響が見られる。ま
た、ShakespeareとFletcherの劇では、結婚と葬儀が裏表になって結びつき、劇のプロッ
トを進ませていく力となっている。これは、Henry皇太子の突然の死とElizabeth王女の結
婚という時事的言及に負うところが大きいが、このような事情も厳粛で儀礼的な葬儀の場
を作り出した原因のひとつと考えられるであろう。
５ 
  
 第２幕第２場における Palamon の崇拝的愛と Arcite の人間としての情欲を描いて、ふ
たりの貴公子を特色づけている点は Chaucerも同じ扱いであるが、Chaucerの方が語りが
用件のみで、Arcite追放へと簡潔に進むのに対し、劇は Arcite追放に関しても、Pirithous
の力添えにより解放されたと細かく描かれており、語りが詳細でテンポが遅くなっており、
これは、The Tempest に見られるような Shakespeare 後期の作の特徴とも言えよう。
Emiliaの描き方についても、Chaucerの方は宮廷風しとやかな女性として没個性的に描い
ているのに対し、劇では侍女と Cressidaのような軽い口のきき方で会話を楽しむ場面がこ
の箇所で導入されており、冷めた感じで諷刺的に描かれている。また、女性主人公の雄弁
さが強調され、議論に重きがおかれたプロットの進め方となっている。 
 第２幕第３場では、４人の田舎者が登場し、喜劇的息抜きになっているところへArcite
が参入することと、同第４場で牢番の娘がPalamonを牢から逃がす決心をしているところ
は粉本とは違っている。Chaucerの版では、入獄７年目にPalamonは友人の助けを借りて
看守に眠り薬入りのワインを飲ませることで脱獄し、いかにも詳細に語り文学の要素で話
が進展している。同第５場では、Arciteが馬術に長けていることと、馬への言及が多く、
これは、Chaucerには見られない。ArciteにHenry皇太子をあてこむ見方もあり、Arciteが
劇結末で突然の不慮の死をとげることからも、皇太子が馬術に長けていたことからも、こ
うした時事的示唆はありえると考える。
６ 
 この場ではEmiliaがArciteに馬を与える言及が
あり、第３幕第１場では２頭のみごとな馬を女主人が下さったとの台詞があり、これは
Chaucerには見られない箇所であり、馬が最終場での暗い結末への伏線となっている。こ
の場面の終わりでは、Arciteの独り言を聞いて、怒りをあらわにしたPalamonが茂みから
飛び出し、２人の間で“gentility”に関わる議論が展開されるが、これもChaucerにはな
い。こうした箇所もいかにもChaucerらしい特質を観客の期待に応えて劇作家が取り入れ
て、弁論として用いている箇所であると考えられる。 
 －60－
Chaucerから Shakespeareへ  The Two Noble Kinsmenにおける素材分析 
 牢番の娘は第２幕第４場において、死刑も覚悟で Palamon脱獄を手伝ったことを告白し、
必要な物を届けるつもりと言っていたが、第３幕第２場では、Palamonに会えず、正気と
狂気の境界線をさまよい、Hamlet にも似た台詞を述べているが、生きるべきか死ぬべき
かの存在に関する問いかけは Chaucerの粉本にはない。Chaucerはもっと余裕のある喜劇
的な視野で物語を進ませているのに対し、Shakespeareの方はもう少し深刻で暗い色調を
もっている。娘は第３幕第４場で正気を失い、同第５場ではモリスダンスの先導役を務め
るが、こうした祝祭的かつ猥雑なダンスの展開は Chaucerの物語にはない。 
 第３幕第６場において、決闘しているところを Theseusに発見された２人の貴公子はそ
れぞれ自らの正当性を主張する。Chaucerの詩では、Palamonがあっさりと事情を説明し
ているのに対し、劇では弁論に重きがおかれ、プロットの進展が遅い。さらに、Chaucer
の詩では貴婦人たちの懇願により心和らいだ Theseus が 50 日後、100 人の騎士を連れて
の決闘の指示をしているのに対し、劇では、Theseusが Emiliaにふたりのうち、どちらか
を選ぶように命じるが、Emiliaには選べないジレンマが示されていて、主要登場人物には、
自意識的な台詞が盛り込まれている。Emiliaが自らの意思決定をできないため、今月中に
３人の共の騎士を伴って出頭するという条件で後日の決闘が設定され、よく言われるよう
に、劇的効果を高めるために、時間の短縮化がなされ、伴の者の数も舞台上での上演可能
な人数に制限が加えられている。 
 Chaucer の詩では、第３部が神殿の場と試合場になっている。豪華絢爛たる壮麗な試合
場において、騎士の鎧のすばらしさが語られ、Palamonは Venusに、Emiliaは Dianaに
ArciteはMarsにそれぞれ祈りを捧げている。Emiliaが女神に自らの結婚したくない願望
を述べると、祭壇の灯明が消え、Dianaが現れ、次のようにお告げを授けている。 
 
      “Doghter, stynt thyn hevynesse. 
     Among the goddes hye it is affermed, 
     And by eterne word writen and confermed, 
     Thou shalt ben wedded unto oon of tho 
     That han for thee so muchel care and wo, 
     But unto which of hem I may nat telle.   
    (The Canterbury Tales, The Knight’s Tale, 2348-50) 
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劇第５幕第１場神殿の場面では、それぞれの信奉する神に祈りを捧げる順番が Chaucerと
は異なり、Arcite、Palamon、Emilia の順になっている。劇の中では２人の貴公子とも、
神のお験を自分の都合のいいように受け取っているが、観客が結末を読んで知っているこ
とから鑑みると、こうした点の意識の違いも劇の面白さのひとつとなっている点も粉本と
の違いと言えよう。Chaucer の粉本では Palamon は妻を手に入れる確信を、Arcite はお
ぼろげな“Victorie!”(The Knight’  Tale, 2433)というつぶやきを耳にして浮き浮きと帰宅
し、プロットの進め方としては、どちらにも取れるように計算された進展となっている。
さらに舞台の上に Emiliaが白装束で現れ、Dianaに祈りを捧げると、祭壇においた銀の雌
鹿が消え、バラの花が一輪だけ咲いたバラの木が上がってきて、花が木から落ちる演出に
なっている。Chaucer の方が女神からのメッセージが比較的はっきりしているのに対し、
劇作品では、女神のお験の真意は分からず、謎解きを含んだまま Emiliaは退場する。観客
が Chaucerを読んで知っていることを踏まえた上での、観客の共感、知性に訴える作りに
なっていると考えられよう。 
s
 決闘の場面でも Chaucerの物語は天上の神々の取り決めが筋を支配し、先導力が明確に
なっている。天上での神々の諍いが人間の運命を決定し、破滅の源となっているところは
いかにも Chaucerらしい作りと言えよう。Shakespeareの方は神々の介入の仕方が顕現同
様不明瞭で曖昧な描き方となっている。 
 Chaucerの作品では、Theseusが死者を出さぬよう、ご意向を改めているところも、劇
との相違点である。大試合は一大イベントであり、皆５月とあって、お祭り気分で試合に
やってくる。武具のすばらしさが誇張され、Theseus、Palamon、Arciteの騎士と、Hippolyta、
Emilia一行が定刻までに試合場に到着する様はまるで、中世絵巻のような高雅の感である。
劇作品では Emiliaはなかなか試合場に行きたがらない。劇では、一方を選べば、他方は死
を免れえないことになっているので、Emiliaは深い罪の意識にさいなまれ、試合場に行く
ことを強要されると、“There is but envy in that light which shows / The one the other.” 
(5. 3. 21-22)と言っている。そのため、観客が登場人物のひとり Emiliaといっしょに成り
行きを聞く、劇中にありながら語りの形式で筋が進んでゆく形式を取る。このあたりも粉
本とは異なっている。こうした暗い色調、語りの要素は Shakespeare後期の劇の特徴でも
ある。 
 Chaucer の作品においては、Palamon は深傷を負い Arcite の部下に取り押さえられ、
杭まで運ばれる。ここまでの展開も比較的早い運びとなっている。Theseus の突然のご意
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向改めにより、死を免れる設定にはなっているが、天上の取り決め、Saturnの計略により、
Arciteに突然の死が訪れる構造となっている。Shakespeareの劇では、敗者は死刑と定ま
っていたので、Arcite 勝利の叫び声を聞くと、Emiliaは Palamonを哀れみ、次のように
法的比喩を使った言及をしている。 
 
       Half-sights saw  
     That Arcite was no babe. God’s lid, his richness 
    And costliness of spirit looked through him; it could 
    No more be hid in him than fire in flax— 
    Than humble banks can go to law with waters 
     That drift winds force to raging.  (5. 3. 95-100) 
 
Chaucerにはこうした場面でのEmiliaの台詞も法的言及もない。ArciteはEmiliaを得て、
Palamonを失ったことに対して、 “To buy you［Emilia］ I have lost what’s dearest to 
me / Save what is bought, and yet I purchase cheaply, / As I do rate your value. ” 
(5.3.112-14)と述べている。このような冷酷な商業価値観に基づいた台詞は、Chaucerの版
とは違うところである。劇においては Theseusは敗者を即刻死刑にしようとする。Emilia
はこれに対して、“Is this winning? / O all you heavenly powers, where is your mercy?”
(5. 3. 138-39)と皮肉に満ちた言及をし、Theseusに疑問を投げかけている。こうした態度
や言及も、もちろん Chaucer にはない。さらに続けて、Emilia は最愛の友を失った惨め
な貴公子を神々が慰めよと命じるのでないとしたら、私は死ぬべきだし、死にたいと思う
とさえ言っているが、こうした台詞は Chaucer の Emilia 像とはまったく異なっているば
かりか、この劇の気質を特色づけるものと考えられよう。この台詞により、この劇はもは
や単なるロマンス劇とは言い難いのではないかと考えられる。 
 劇第５幕第４場において、Palamonと３人の騎士が牢番の娘の結婚を祝って財布を渡し
ている。その時突然、死刑執行を止める声がして、Arciteの災難が語られるわけであるが、
こうした導入の仕方も粉本とは異なっている。 
 馬が暴れて死に至る Arciteのいきさつについては、粉本とほぼ似ているのだが、細かい
点や話の扱い方に違いが見られる。Chaucerの版では VenusとMarsが喧嘩をし、Jupiter
が仲裁に骨を折り、仲裁案を思いついた Saturnより Palamonが Emiliaを手に入れる計
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略が練られ、神々の同意が得られている。これを受けて地上では、Saturnの求めで Pluto
が地獄から送った怪獣が地表に躍り出たので、Arcite の馬がおびえて向きを変え、横には
ね、その拍子に転倒、Arcite は逆おとしに落ち、胸が鞍の前縁でさけ、出血する設定にな
っている。Shakespeareのプロットは Emiliaが Arciteに与えた不吉な黒い馬が暴れ、後
足ですくっと立った後、馬の体全体が乗り手の上にのしかかり、Arcite は瀕死の状態にな
るという偶発的な書き方になっている。読み方、捉え方によっては、Arcite の馬のだく足
をせきたてる不注意さもその一因と考えられ、偶発性だけでなく、本人の性急な気質も悲
劇の要因ともとれる曖昧な書き方になっていて、Chaucer の版による Saturn が災いの源
であると明示した技法とは異なっている。 
 PalamonとEmiliaの結婚に至る過程についても、Chaucerの物語は何年かの年月の後、
Theseus がアテネの議会で決定し、２人の婚礼が執り行われる自然な流れになっている。
Palamonは幸せのきわみであり、幸福な結末で物語は終わり、“And God save al this faire 
compaignye! Amen.”(The Knight’s Tale, 3108)の一行でしめくくりとなっている。これに
対し、劇では 1、2日はしめやかに葬儀を行い、その後婚礼の儀式を行うことにしている。 
こうした成り行きに対して、Theseusは Arciteが Emiliaの権利が Palamonにあったこと
を死の間際に認めて旅立ったことを述べ、また、次のように続けている。 
 
      He restored her   
     As your stol’n jewel, and desired your spirit 
    To send him hence forgiven. The gods my justice  
    Take from my hand, and they themselves become 
    The executioners.    (5.4. 118-22) 
 
Theseusはこうした状況を理由づけし、Palamonが最初に彼女に目をとめてその思いを公
表したのだからとして、Palamonの Emiliaへの権利を認めている。また、Emiliaのこと
を Arcite が「盗んだ宝石」と見なし、それを Palamon へ返すという比喩を使っており、
こうした法訴訟的、商業主義的な表現も Chaucerには見られず、Shakespeare後期の劇の
ひとつの特色である。このような法訴訟手続的な論理的な台詞は明らかに Chaucerの物語
とは異なる気質をもつものである。さらに、神を「刑の執行人」と見なし、人間の悲喜劇
と、はかなさについて述べ、締めくくりの言葉としている。その後、後口上役が芝居ので
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きばえを非常に気にしながら、観客にご贔屓をお願いして、退場しているが、これは一体
なぜなのか、次章で触れてゆきたい。終わり方についても、Chaucer の幸福な結末と
Shakespeareの劇の陰影を含んだ、重い終わり方とは対照的であると言えよう。 
 
III 
 
次に、この作品とBeaumontの仮面劇およびShakespeareがこれまで手がけてきた仮面劇
的要素との関連および比較考察をしてゆこう。この劇作品の第３幕第５場のモリスダンス
はFrancis Beaumontの仮面劇、The Masque of Inner Temple and Gray’  Innより採られ
たと考えるのが一般的である。Beaumontの仮面劇は 1613年２月 20日にホワイトホール
での王女ElizabethとPalatine選帝侯Fredericの祝婚の余興のひとつとして国王James I世
の前で上演され、中でも、アンチマスクは多様な登場人物と衣装ゆえに国王や廷臣にとて
も気に入られたようである。
s
o o e
７ 
  この仮面劇はアンチマスクが先に２つ展開した後に、主
要仮面劇が挿入された構成を取っている。第１のアンチマスクはJupiterとJunoが２つの有
名な川、ThamesisとRheneの結婚を祝して、使者MercuryとIrisを送るというものである。
第２のアンチマスクは５月祭の主人と女主人、田舎道化に田舎女、侍女、ヒヒ役の男女な
どが左右の森から登場し、田舎風の喜びに満ちた音楽に合わせ、同じ繰り返しのダンスを
踊り、主要仮面劇であるオリンピック競技を導く。アンチマスクは専属の俳優の十八番で
あったから、踊り手は国王一座の職業的俳優たちであったと考えられる。
８ 
  
Beaumontの仮面劇は懺悔火曜日に上演することになっていたことからも、この仮面劇
の祝祭的な意味が確認できよう。
９ 
  主要仮面劇は天蓋の中にいる 15 人の騎士およびそ
の淑女、Jupiterの祭司の祝婚歌と踊りからなっている。Beaumontの仮面劇全体を通して、
豪奢な衣装や森や祭壇、神殿などの設定になっており、こうした特徴はThe Tw  N bl  
Kinsmenでもそのまま使われている。また、騎士たちによる、第２の歌は次のようになっ
ている。 
 
        On blessed youths, for Jove doth pause, 
    Laying aside his graver laws 
     For this device; 
    And at the wedding such a pair, 
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    Each dance is taken for a prayer, 
   Each song a sacrifice. 
    (The Masque of the Inner Temple and Gray’s Inn, 324-29)10   
 
この歌における祝婚と厳格な法との対照、喜ばしいものと忌避すべき物との二項対立は
Shakespeareの劇とも似通っており、舞台装置および衣装の類似と共にこうした特徴は一
体何を意味するのであろうか。結婚と忌避すべきものを並べるのは、Henry皇太子の死を
悼みElizabeth王女の結婚を祝福するという当時の時事的言及に絡むひとつの流行と言え
るであろう。
11
   オリンピック競技の騎士の様子はArciteのレスリングや徒競走、Palamon
とお付きの騎士の雰囲気として、劇の中で生かされている。装置および衣装の類似の理由
としては、衒学者に導かれる第２のアンチマスクが国王のお気に召し、再演を望まれたた
めという見方もある。
12
   また、この作品にはBeaumontの仮面劇やJonsonの仮面劇と諷
刺喜劇の影響を受けて、劇作家が非常に苦労したであろう跡が見られるのである。まず、
Beaumontの仮面劇は前述のように 1613 年の王女Elizabethの婚礼の祝典の余興のひとつ
であり、このモリスダンスは王を喜ばせ、国王一座にとってモリスダンスは十八番であっ
た。
13
   このモリスダンスは新種の趣向であり、なぜなら 1613年までアンチマスクと主要
仮面劇は一対の組み合わせになっているものと考えられていたが、アンチマスクだけ独立
している点でBeaumontはこの趣向の第一人者であり、しかもこのダンスは大成功を収め
ていた。
14
   しかもグローブ座が 1613年に焼失し、この火災で失った衣装の補充を国王一
座はGray’s Innより受けていた可能性がある。15   Beaumontは彼の仮面劇に名前の付いて
いるInner Templeの一員として有利な立場にあった。16   さらにBeaumontの仮面劇は一
部Gray’s Innの支援を受けており、この主要仮面劇のオリンピックの競演と田舎の５月際
のアンチマスクの組み合わせはおそらく非常に話題を呼んだものと考えられ、Fletcherと
Beaumontは共作者であったから、Gray’s Innより衣装を安く借り受けたか、提供の申し出
を受けた可能性は大いにあると考えられる。Beaumontの仮面劇は両法曹院にかなりの負
債をもたらした。1613年 5月にGray’s Innは衣装とその他価値ある付属品だけでもそれぞ
れ 100マルク以上経費がかかったので、仮面劇演者から衣装を取り戻そうと試みた。６月
には、仮面劇の大部分の費用が依然として未払いであったので、衣装を返していない仮面
劇演者は30ポンド払うか除名の危機にさらされるかのいずれかであった。17  こうした事情を
鑑みると、揃っていない衣装を持て余したGray’s Innは火災により衣装に困窮していた国
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王一座に喜んで衣装および付属品を貸し、提供したのではないかと考えられる。Beaumont
の仮面劇のアンチマスクが高名な観客から再演を要求されたことも考慮に入れると、劇団
としては大成功したモリスダンスの趣向や衣装、装置を新しい芝居で再利用し、こうした
上流の趣味に応え、グローブ座再建に向けての資金作りとして、上流対象の新しい芝居に
成功する必要があったのである。
18
   芝居のプロローグで前口上役が初演日における上演
を結婚や利殖、金銭感覚のメタファーで表現し、プロローグにおいて後口上役が観客の反
応を異様なほど気にしているのも、こうした事情に関連があると思われる。FletcherがThe 
Faithful Shepherdessで自らうち立てた悲喜劇の理念を破り、避けるはずのArciteの死を
芝居に持ち込んだのも、こうした事情により新たな演劇を創り出す必要性にかられたから
ではないのだろうか。
19
   Arciteの死という犠牲がなければ、この芝居の結末は成り立たな
いと考えられる。モリスダンスの明るさ、陽気さと対局をなす負の要素が必要だからであ
り、Arciteの死によって、PalamonとEmiliaの結婚も引き立ち、受け入れやすくなるので
はないか。何かそうした甘辛両党の新種の食感、悲劇と喜劇の両種の観劇感を時代の要請
に応じて工夫する必要があったのである。 
劇のアンチマスクでは牢番の娘がひとり足りない女の踊り手を補充し、先導役となって
一行を導いているが、彼女はすでに自己の欲望に忠実なあまり、狂気の域に達しており、
この箇所での牢番の娘が暗示するものは、自己破滅性、祝祭性、主筋への問題点を浮き彫
りにし、全体のバランスをとる異化効果であると考えられる。 
Beaumontの仮面劇は、軽妙で豪奢だが、その反面中身が乏しく、浅薄である。国王の
趣味に合わせて、理想の世界を描いたものである。
20
   これに対して、Shakespeareのアン
チマスクではモリスダンスの明るさ、軽さが主筋の重苦しい雰囲気の息抜きとなっており、
バランスをとる効果がある。主筋の成行き、つまりEmiliaが結婚することをほのめかし、
観客に安心感を与える構造になっている。 
 神の具現について調べることは、この作品においてはきわめて重要であると考えられる。
顕現の場は仮面劇的な設定において扱われることが多いので、この章で考察してゆきたい。
まず、この作品と成立年の近い、King Henry VIIIの第４幕第２場で王妃 Katherineは平
和の精霊たちの踊りを目にする。この場面は Katherine崩御の直前に導入されている。精
霊たちは頭に月桂樹の輪飾りを戴き黄金の仮面をつけて、月桂樹か棕櫚の小枝を手にし、
白衣をまとっている。2 人の精霊たちは輪飾りを王妃の頭にかざし、残り 4 人の精霊たち
が王妃に恭しく一礼し、彼女を祝福するダンスを踊っている。精霊たちのダンスの場は、
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劇全体を通して政治があさましく動いていく様子に対し、毅然とした静かな場面であり、
過酷な政治世界に対して距離をとり、冷静に見る視点を与えるバランスをとる効果がある。 
The Tempestについては、Prosperoが全てをとりしきる演出者の形をとっているので、
顕現として分類してよいかどうか迷うところではあるが、第 4幕第 1場虹の女神IrisがJuno
の使いとなって導入する祝婚の仮面劇は考慮に値すると思われる。この主要仮面劇は
FerdinandとMirandaに結婚の貞節を教えるためのものであり、この劇も王女Elizabethの
祝婚の余興のひとつとして考えられている点でもThe Two N ble Kinsmenと関連がある
と言えよう。この仮面劇ではIrisの他に豊饒の女神Ceres、大空の女神Junoが登場し、Juno
が召喚するNaiadsという名のニンフたちと農夫たちがダンスを踊る。ニンフたちと農夫た
ちの田舎踊りの優雅なダンスはProsperoがCalibanを思い出したことにより途切れてしま
うが、この田舎踊りもThe Two Noble Kinsmenのモリスダンスと似通っている特長をもつ。
女神の具現化が祝福する理想郷は穫り入れの秋の直後に春の来訪を願う不可思議で不自然
な人工的豊穣の世界となっている。第 5幕第 1場でProsperoがAlonsoに公国返還のお礼と
して見せる、“a wonder”(The Tempest , V. i. 170)も一種神秘的な顕現の場面である。
o
21
   
Prosperoが岩屋の帳を開くとFerdinandとMirandaがチェスをしている。これを見て
Sebastianは“A most high miracle!”（The Tempest ,V. i. 177）と述べ、Alonsoは“Is she 
the goddess that hath sever’d us / And brought us thus together?”(The Tempest ,V. i. 
187-88)と言っている。これに対し、Ferdinandは“Sir, she is mortal; / But by immortal 
Providence she’s mine:”(The Tempest ,V. i. 188-89)と答えている。Shakespeareの仮面劇
的場面では、顕現としての存在はMirandaのような神々しい人間として描かれており、神
の摂理により祝福され強調されているのは、結婚という形態になっており、この箇所には
ルネッサンス的人間観と時事的あてこみが示されていると言えよう。  
Cymbelineでは第５幕第４場でPosthumusの父の亡霊がその妻の手を引きながら、登場
し、雷の神JupiterにPosthumusが奸計に陥ったことを嘆き、Jupiterの暴政を訴える。こ
れに対して、Jupiterは鷲にまたがって降臨し、亡霊が神を恐れずに責める手段をしかりな
がらも、PosthumusがImogenと結ばれるという明るいプロットの見通しを与える。目が覚
めたPosthumusは美しい本に記されたJupiterの謎に対して未だに半信半疑でいる。
PosthumusはJupiterの予言の書かれた書き付けをローマの占い師に解読してもらう。占い
師より、「獅子の子」であるLeonatusが「やさしき空気」Imogenと一緒になる時、「天に
そびえる杉の木」つまりCymbelineから「切り落とされたる枝々」である２人の王子が再
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び親木に継ぎ合わされた時、Posthumusは苦難の日々を終え、ブリテンは幸多き時代を迎
え、平和と豊饒のうちに栄えるべしと解読される。
22
   チューダー朝のブリテン神話がス
チュアート朝に引き継がれ、こうした王権神授的な意味合いがこの箇所には、読みとれる。
23
    Shakespeareの仮面劇的設定および顕現の場面では、こうした王の権力の神聖さ、特権
と祝婚の要素が強調されており、The Tempestの幕閉めにおける顕現の雰囲気、意味合い
と似通っている。何故なら、前述の岩場のチェスの場面は 1611 年のBen JonsonとInigo 
JonesによるMasque of Oberonの舞台設定と似ており、Masque of Obe onにおいて、劇作
家たちは、国王の立場や王権神授説的政治的テーマ、王の家族に関する時事的あてこみを
仮面劇に組み込み、これを王自らが喜んでいた事情があるためである。
r
o
r
24
   
 The Winter’s Tale においては、第４幕第４場のサテュロス踊りが The Tw  Noble 
Kinsmenのモリスダンスと躍動感、祝祭性、グロテスクな仮装といった点で類似している。
この作品の中の顕現の場としては、第３幕第２場の Apolloの神託を次のように役人が解読
する場面である。 
 
     Off.   Hermione is chaste; Polixenes blameless; Camillo 
   a true subject; Leontes a jealous tyrant; his in- 
   nocent babe truly begotten; and the king shall 
   live without an heir, if that which is lost be not 
   found. 
    Lo ds.  Now blessed be the great Apollo! 
    Her.       Praised! 
     (The Winter’s Tale, III. ii. 132-37)25   
 
その神託を Leontesは真実がないとみなし、裁判を開こうとする。ところが、その直後に
神の預言どおり、Leontes は Mamillius を失い、Hermione との再会もかなわなくなって
しまう。こうした意味合いにおいて、The Winter’s Taleでは、神の顕現は真実であり、人
を惑わす類のものではない。 
 Periclesにおいては第５幕第１場の Dianaの神殿において、顕現の場が見られる。まず、
同場において、ミティリーニ太守 Lysimachus より頼まれ、相手が自分の父親とは知らず
に、病んだ王の心を回復する任務を負った Marina は、Pericles に自分の身の上を明かそ
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うと話すと、何者かが彼女の耳元で王が口を開かれるまでやめるなとささやく。これもま
た、神の顕現のひとつの徴候として見ることができよう。このように Periclesにおいて顕
現の場はプロットの進展と深く関わり、重要な役割を果たしている。また、Pericles は
Marinaのことを次のように形容している。 
 
     Her stature to an inch; as wand-like straight; 
    As silver-voic’d; her eyes as jewel-like 
    And cas’d as richly; in pace another Juno; 
    Who starves the ears she feeds, and makes them hungry 
    The more she gives them speech. (Pericles, V. i. 109-13)26   
 
さらに、PericlesはMarinaに“Falseness cannot come from thee, for thou look’st / Modest 
as Justice, and thou seem’st a palace / For the crown’d Truth to dwell in.”(Pericles, V. i. 
120-122)と言い、彼女を神格化している。Marinaがこの治癒の課程において、名を名乗り、
王の娘であることを明かすと、Periclesは“But are you flesh and blood? / Have you a 
working pulse, and are no fairy / Motion?”(Pericles, V. i. 152-54)とMarinaに尋ねてお
り、The Tempestでの Ferdinandと SebastianのMiranda神格化と同様の台詞が見て取
れる。これは、驚異の感覚“a wonder”を芝居の中にとりいれた構造であり、イリュージ
ョンと観客の期待を芝居に取り入れた台詞となっている。Marina と再会した Pericles は
天上の音楽を聞く。この音楽は Pericles にしか聞こえないが、その直後、Pericles を深い
眠りに誘い、女神 Dianaの登場する顕現の場へと観客を導く。Dianaが登場し、次のよう
にエペソスの Dianaの祭壇にいけにえを捧げ、亡き妻の話を語るよう、命じる。 
 
     DIANA ［appears to PERICLES in a Vision.］ 
   Dia.   My temple stands in Ephesus; hie thee thither,  
   And do upon mine alter sacrifice. 
   There, when my maiden priests are met together, 
      ［      ］before the people all,  
   Reveal how thou at sea didst lose thy wife. 
   To mourn thy crosses, with thy daughter’s, call 
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   And give them repetition to the life. 
   Or perform my bidding, or thou liv’st in woe; 
   Do’t, and happy; by my silver bow! 
   Awake, and tell thy dream.  ［Disappears.］ 
        （Pericles, V. i. 238-47） 
 
この箇所での顕現は、キリスト教を背景とした恵深い異教の導き手として幕閉めのプロッ
トの展開を暗示している。神の存在としては、ロマンスの範疇にある神で、一族再会、祝
婚を旨とし、魔術としては、白魔術の範疇にあるものと言えよう。Thaisaとの再会を果た
したPericlesは“Immortal Dian!”(Pericles, V. iii. 37)と呼びかけ、感謝している。Thaisa
は自身の再生について、神々が力を示されたのは、Cerimonを通してであると言っている。
Philip Edwardsは神の顕在をCerimonとMarinaという２人の人物を通して見ているが、
Cerimonの人を甦らせる神秘の力は美徳の積み重ねと医学、実地の経験によるものである
ことが、この作品の第３幕第２場より読みとれる。
27
   Cerimonの秘術も、邪悪なものでは
なく、白魔術の類に入るものであることが確認できよう。この作品に現れる神は恵深き慈
愛の神で、ロマンスの範疇にあり、The Two Noble Kinsmenの顕現のように曖昧なもので
はなく、 明確にプロットを導いていく力となっている。 
  第５幕第３場幕閉めにおいて、Gowerが登場し、次のように王家の成り行きについて触
れ、芝居を締め括っている。Antiochusとその娘については、邪淫の罪の罰を受け、Cleon
夫妻は暴政の報いを受け、Pericles とその妻、娘においては、美徳はついに、天に導かれ
て、栄冠にも似た喜びを授かるにいたる様を、Cerimonにおいては、学識と慈愛を備えた
徳高い人がつねに示す姿を示したと述べている。そして、観客の幸福を祈って、別れの言
葉としている。Gowerの結びの言葉によって、正しき為政者の鑑を示した、恵深き世界観
が確認できよう。 
 
IV 
 
こうした顕現の場や仮面劇的要素とは別に、The Two Noble Kinsmenの中には、これま
で Shakespeareの作品で扱われてきた要素に関連する箇所がある。この章では、こうした
以前の劇の要素をこの劇作家がどのように有効利用しているか、比較考察したい。 
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まず、Shakespeare初期の作品、A Midsummer Night’s Dreamでは、若い恋人たちも
Hippolyta も一方通行の恋愛に取り憑かれ、奇態を演じるが、最終的には、元の鞘に収ま
り幸福な結末となっている。初期の作品では、秩序が回復するのに対し、The Two Noble
Kinsmenでは、牢番の娘は狂気に至り、２人のいとこの中１人が死に至る結末となってい
て、暗い音調となっている。為政者 Theseusの役割も初期の作品では、家父長制社会の長
としての権限を持つのに対し、The Two Noble Kinsmenでは、Theseusは女性たちの言動
に左右され、神の前では無力であることを表現しており、優柔不断に描かれている。 
 
o
e
Periclesにおける武人の舞、騎士と貴婦人の舞踊や The Winter’s Taleにおける 12人の
サテュロス踊りは、The Two N ble Kinsmenのモリスダンスの箇所と類似しており、これ
らは全て宮廷舞踊と関わりをもっている。さらに、劇全体に対する、こうしたダンスの異
化効果、遠景化という点では、同様の役割を果たしていると言えよう。武人の舞や騎士と
貴婦人の舞踊は Simonidesが導入をし、サテュロス踊りは羊飼いの召使いが踊りについて
解説をしているが、本格的な踊りのプレゼンターを務めているのは The Two Noble 
Kinsmenにおける学校教師である。ここに挙げた踊りは全てダンスと解説が分離している
が、こうした意味での、解説役が明確になっているのは、新種の手法と言えるであろう。 
Emiliaが第４幕第２場冒頭で２つの肖像画を持って、２人の貴公子の中ひとりを選べず
に迷っている場面は、Hamletの王妃が肖像画をもって自らの苦悩を述べる場面と類似して
いる。共に２人の男性の中、１人の死と直面せざるをえない運命に翻弄されている。Emilia
には王女Elizabethをあてこむ見方があり、この箇所のEmiliaの場面には、1613年Palatine
選帝侯がElizabethに新年の贈り物として自身の肖像画のついたメダルを与えた時事的暗
示があると見られている。
28
    The Two Noble Kinsmenの作風としては、こうした時事的
言及をところどころ作品の中に取り入れて、こうしたことに敏感な観客に訴える手法が使
われている。 Emiliaはふたりの特徴を絵画の描写のように並べ立てるが、２人の貴公子か
ら１人を選ぶことはできない。意志決定できない、自己確立における危うさはHamletの王
妃よりも、むしろHamlet自身やTroilusの状況と似ている。しかし、Arcite亡き後は、むし
ろPalamonを慰めたいと言っており、彼女の言説が矛盾に満ち、Cressidaのように腰が軽
く描かれている点では、Gertrudeと類似している。 
牢番の娘に対する偽 Palamon をあてがう医者の治療法は、Measure for Measure や
All’s Well That Ends W llにおけるベッドトリックに類似した方策である。Isabellaや
Helena が幕閉めでは一応の幸福な結末を収めているのに対し、牢番の娘は、相手が
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Palamon でないとうすうす気付きながら暮らしていく、何とも後味の悪い、奇妙な終わ
り方をしていて、この作品の暗さ、曖昧さを印象づける。また、牢番の娘には、Ophelia
の影響が見られる。共に父親の地位や恋人との関係に苦しみながら、狂気の狭間をさまよ
い、入水してしまうところまでは、共通点だが、牢番の娘が助かるのに対し、Opheliaは
助からない。ここに、悲劇と悲喜劇的諷刺劇との明確な色調の違いが見られるのではない
かと考える。Opheliaは悲劇の枠の中で運命の犠牲あるいはHamletの犠牲になりながら、
死に至るのに対し、牢番の娘は自らの欲望の犠牲になっているのであり、ここに、この作
品の教訓性が読みとれよう。こうした意味においても、この作品の諷刺喜劇に近い路線が
認識できる。 
 
V 
 
この作品の主な粉本と Shakespeare初期の先行作品を考察することにより、抽出した要
素をまとめてゆきたい。 
Chaucer の神々は人間に似て、直接人間との関わりを持ち、神々の意図が明確で、プロ
ットを支配する。Shakespeareの初期の作品、およびロマンス劇での顕現の場としては、
エリザベス朝のルネッサンス的人間観に基づいた恵み深い世界観を示している。これに対
して、The Two Noble Kinsmenの顕現の場は、曖昧で人間に対して諷刺的であり、お験も
捉えがたく、ジェイムズ朝特有のひねった、むしろ意地の悪い物の見方が反映されている。
また、作品の中には冷酷な商業価値観に基づいた台詞もあり、プロットが遅々として進ま
ない点、女性登場人物も含めて、弁論性に重きが置かれ、若者の自己確立の危うさに関す
る自意識的な台詞が目立っている。作品の中には、見せ物的な要素も強く、当時の時事的
状況を積極的に取り入れようとしている傾向が見られる。為政者 Theseus の描き方も
Chaucerの作品や A Mid ummer Night’s Dreamにおけるように、威厳を誇った描き方で
はなく、威厳は保ってはいるものの、優柔不断で曖昧な描き方である。作品の構造自体に
二項対立を取り入れた形式でプロットが進んでいる。 
s
  Shakespeare と Fletcher が Chaucer から継承した点としては、自分の構想に合わせ
て、プロットを採用し、構築していく技法であり、人生の局面に対して、一歩離れたとこ
ろから余裕ある視点をもって臨む、貴族主義的なアイロニストとしての態度であると考え
る。アイロニストとしての気質や処理の仕方の違いとしては、Chaucer が中世キリスト教
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世界観に基づいた喜劇的な視点を持っているのに対して、Shakespeareと Fletcherは諷刺
的視点を持った劇構造になっている。 
この作品では Beaumontの豪奢かつ浅薄な仮面劇の形式を主節と組み合わせて、モリス
ダンスの場を活用した劇構造になっている。こうした様々な抽出点、特異性は、
Shakespeareと Fletcherが当時、人気があり、大成功を収めた、Beaumontの仮面劇のア
ンチマスク、つまりモリスダンスの趣向、衣装、装置を新しい芝居で再利用し、グローブ
座再建に向けての資金作りとして、上流対象の新しいレパートリーに成功する必要があっ
たからなのである。 
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